
　２月定例会において、令和３年度の「一般会計予算」、「特別会計予算」、「企業会計予算」を可決しました。
　令和３年度の当初予算は、一般会計2兆1,361億3千万円、特別会計9,448億9千万円、企業会計418億1千万円の規模であり、一般
会計では、前年度当初予算に比べ2,844億円、15.4％の増で、過去最大となっています。また、一般会計は、850億円の令和２年度２月
補正予算（総合経済対策）と一体となった14か月予算としています。（７面に「令和２年度２月補正予算の概要」を掲載しています。）

令和３年度

当初予算の事業のうち主なものをご紹介します。当初予算の事業のうち主なものをご紹介します。

当初予算を可決当初予算を可決当初予算を可決

人と企業の新たな受け皿づくり
●人と企業の受け皿として「選ばれる福岡県」
　■情報発信・相談体制の強化
　　◯市町村と連携したオンラインセミナーを開催

………………………………………………321万円【新規】
　　◯移住希望者からの相談体制を充実 …………………470万円
　■受入環境の整備
　　◯移住支援金を大幅に拡充………………………1億2,013万円
　　◯農林水産業への就職支援 …………………4,274万円【新規】
　■企業誘致とテレワークの推進
　　◯「福岡でテレワーク」を推進 ………………………3,000万円
　　◯企業の拠点新設、本社機能の移転拡充を支援…18億813万円
　■国際的な受け皿づくり
　　◯国際金融機能を誘致 ………………………4,005万円【新規】
●住み慣れたところで「働く」ことができる地域社会づくり
　■中小企業の支援
　　◯デジタル化を支援 …………………………………2,065万円
　　◯生産性向上の取り組みを支援…………………1億1,793万円

★新型コロナウイルス感染症対策
●感染拡大の防止と医療提供体制の強化
　■感染拡大の防止
　　◯福祉施設や学校等の感染防止対策を支援…11億9,592万円
　　◯飲食店の感染防止対策を支援 ……………………4,505万円 
　■医療提供体制の強化
　　◯入院病床、宿泊療養施設を確保……………399億6,792万円
　　◯入院患者を受け入れる医療機関を支援………4億3,200万円
　　◯医療設備の充実を支援………………………68億8,609万円
●地域経済の立直し
　■事業継続の支援
　　◯中小企業向け制度融資を充実
　　　融資総枠1兆2,728億円を確保(うち新規融資枠4,342億円)
　　◯売上が減少した中小企業の経営を支援………2億9,507万円
●ワンヘルスの推進
　　◯「アジア防疫センター (仮称)」の誘致を推進

……………………………………………1,433万円【新規】
　　◯保健環境研究所基本計画を策定 …………3,731万円【新規】
　　◯動物保健衛生所の設置を準備 ………………396万円【新規】
　　◯ワンヘルスに関する教育を推進 …………1,971万円【新規】

★ポストコロナに向けた基盤づくり

新たな成長産業の創出
　■福岡県発の新ビジネスの創出
　　◯宇宙分野へのビジネス展開を支援 ………3,000万円【新規】
　　◯ブロックチェーン技術を活用した製品・サービスの開発を支援

……………………………………………1,400万円【新規】
　　◯バイオ産業の拠点化を推進……………1億7,137万円【新規】
　　◯北部九州自動車産業アジア先進拠点プロジェクトを推進

……………………………………………5,165万円【新規】
　■脱炭素社会の実現
　　◯洋上風力発電の導入と産業集積を促進

………………………1,702万円【新規】
　　◯水素エネルギー分野への中小企業の参入を支援

………………………1,286万円【新規】

　■稼げる農林水産業の振興
　　◯農林水産物の販売・消費を拡大 ………………1億8,396万円
　　◯園芸農業の競争力を強化……………………15億3,200万円
　　◯水田農業の競争力を強化………………………2億7,658万円
　■観光の振興
　　◯観光客の受入環境を整備………………………3億6,521万円
　　◯観光団体のＤＭＯ化を加速 ………………1,399万円【新規】
●長く元気に「暮らす」ことができる地域社会づくり
　■健康づくりの推進
　　◯ふくおか健康づくり県民運動を推進…………1億8,703万円
　　◯がん患者の社会参加を支援 …………………945万円【新規】
　■スポーツ立県福岡の推進
　　◯東京2020オリンピック・パラリンピックに向けた気運を醸成

………………………………………………14億8,001万円
　　◯「2021世界体操・新体操選手権北九州大会」を契機としたスポーツ振興

………………………………………………2,737万円【新規】
　■文化芸術の振興
　　◯アジア国際美術展を開催 ……………………400万円【新規】
　　◯日本遺産「古代日本の『西の都』」の魅力を発信

………………………………………………1,536万円【新規】
　　◯障がいのある方のアート作品の魅力を発信

………………………………………………1,000万円【新規】
　■女性、高齢者、障がいのある方の活躍推進
　　◯企業における女性の活躍を推進 …………1,265万円【新規】
　　◯70歳現役社会の実現に向けた取り組み ……1億6,132万円
　　◯障がいのある方の自立と社会参加を支援…………2,194万円
　■快適な生活環境の整備
　　◯プラスチックの資源循環を促進 …………1,906万円【新規】
　　◯街なか低未利用地の活用を促進 ……………691万円【新規】
　■暮らしの安全・安心の確保
　　◯飲酒運転撲滅対策を強化 …………………………4,808万円
　　◯性暴力対策を強化………………………………1億2,691万円
●子どもを安心して産み「育てる」ことができる地域社会づくり
　■子ども・子育て支援の充実
　　◯不妊治療に対する支援を充実…………………9億2,351万円
　　◯予期せぬ妊娠や出産に悩む妊産婦を支援

………………………………………………2,161万円【新規】
　　◯子ども医療費助成制度を拡充………………55億6,733万円
　　◯待機児童の解消を推進…………………1億8,083万円【新規】

将来の発展基盤の充実と安全・安心で災害に強い福岡県の実現
●豪雨災害の復旧・復興、防災減災
　■復旧・復興
　　◯被災した道路や河川などの復旧を加速化

………………………………………………300億4,600万円
　　◯日田彦山線沿線の地域振興を支援 ………1,419万円【新規】
　■防災減災、県土の強靭化
　　◯緊急輸送道路を整備 ………………………202億6,796万円
　　◯流域治水を推進 ……………………………5,372万円【新規】
　　◯湛水による農業被害を軽減……………2億8,310万円【新規】
　　◯災害発生時の情報収集力を強化 …………1,354万円【新規】
　■将来の発展基盤の充実
　　◯福岡・北九州空港を整備 ……………………56億6,022万円
　　◯北九州空港の貨物拠点化を推進………………5億8,060万円
　　◯基幹的道路を整備 …………………………156億2,633万円
　　◯福岡空港へのアクセスを強化…………1億7,000万円【新規】
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２
月
定
例
会
は
、
小
川
洋
知
事
の

入
院
、
療
養
の
た
め
、
知
事
職
務
代

理
者 

服
部
誠
太
郎
副
知
事
の
も
と

で
、
２
月
22
日
に
招
集
さ
れ
、
３
月

24
日
ま
で
31
日
間
の
会
期
で
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、
国
の
補
正
予
算

に
係
る
総
合
経
済
対
策
の
効
果
を
速

や
か
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
令
和
２

年
度
補
正
予
算
議
案
１
件
、
こ
れ
と

一
体
と
な
っ
た
14
か
月
予
算
と
な
る

令
和
３
年
度
当
初
予
算
議
案
20
件
、

条
例
議
案
13
件
、
専
決
処
分
し
た
も

の
に
つ
い
て
報
告
し
承
認
を
求
め
る

議
案
１
件
、
契
約
の
締
結
に
関
す
る

議
案
４
件
、
経
費
負
担
に
関
す
る
議

案
２
件
、
人
事
に
関
す
る
議
案
６
件
、

そ
の
他
の
議
案
３
件
、
計
50
件
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
、
知
事
選
挙
及
び
県
議

会
議
員
補
欠
選
挙
実
施
の
た
め
の
経

費
な
ど
令
和
２
年
度
補
正
予
算
議
案

11
件
、
経
費
負
担
に
関
す
る
議
案
９

件
、
委
員
会
提
出
議
案
２
件
の
計
22

件
が
追
加
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
に
あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
福
祉
労

働
問
題
、環
境
問
題
、農
林
水
産
問
題
、

教
育
問
題
な
ど
県
政
全
般
に
わ
た
り

活
発
な
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
９
日
に
予
算
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、付
託
さ
れ
た
「
令

和
３
年
度
福
岡
県
一
般
会
計
予
算
」

な
ど
20
件
の
当
初
予
算
議
案
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
提
出
さ
れ
た
議
案

72
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
、
承
認
ま
た
は
同
意

さ
れ
ま
し
た
。（
６
面
に
予
算
特
別
委

員
会
の
概
要
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

定
例
会
の
概
要

令
和
三
年
二
月

新知事誕生

　小川洋前知事の３月24日辞職
に伴う福岡県知事選挙が４月11
日投開票され、令和３年度当初
予算の編成に前知事とともに取
り組んだ服部誠太郎前副知事が
当選されました。
　服部誠太郎新知事による新型
コロナウイルス禍克服の取り組
みと、ポストコロナに向けた新
たな福岡県政がスタートします。
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※ここに掲げている質問は、代表質問の一部を抜粋したものです。　　※（　）は選挙区を記載

Ｑ　

小
川
知
事
は
県
民
生
活

の
安
定
・
安
全
・
安
心
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
自

負
し
て
き
た
。
知
事
職
務
代

理
者
の
服
部
副
知
事
も
同
じ

想
い
と
想
像
す
る
が
、
所
信

を
伺
う
。

Ａ　

小
川
知
事
は
平
成
23
年

４
月
の
就
任
以
来
、
県
民
幸

福
度
日
本
一
の
福
岡
県
を
目

指
し
、
県
民
生
活
の
安
定
・

安
全
・
安
心
の
向
上
に
全
力

を
尽
く
し
て
き
た
。
具
体
的

に
は
「
中
小
企
業
の
振
興
な

ど
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で

『
働
く
』
た
め
の
取
り
組
み
」、

「
長
く
元
気
に
『
暮
ら
す
』
た

め
の
取
り
組
み
」、「
子
ど
も

を
安
心
し
て
産
み
『
育
て
る
』

た
め
の
取
り
組
み
」、「
社
会

資
本
の
整
備
」
と
い
っ
た
幅

広
い
施
策
を
実
施
。
今
議
会

に
提
出
し
た
予
算
案
は
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
」「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に

向
け
た
基
盤
づ
く
り
」
を
柱

に
、
知
事
と
検
討
を
重
ね
作

り
上
げ
、
今
後
の
県
の
発
展

に
と
っ
て
重
要
な
予
算
で
あ

り
、
執
行
に
つ
い
て
は
、
職

員
と
力
を
合
わ
せ
、
責
任
を

も
っ
て
行
っ
て
い
く
。

Ｑ　

令
和
３
年
度
当
初
予
算

の
県
税
収
入
等
が
落
ち
込
ん

で
い
る
。
今
後
の
見
通
し
は
。

Ａ　

当
初
予
算
に
お
け
る
県

税
収
入
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
と
国

の
税
制
改
正
に
よ
る
影
響
額

等
を
勘
案
し
た
結
果
、ほ
ぼ
す

べ
て
の
税
目
で
今
年
度
当
初

予
算
を
下
回
っ
て
お
り
、
全

体
で
は
５
・９
％
、
５
２
３
億

円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
法

人
事
業
税
と
法
人
県
民
税
は
、

情
報
通
信
業
な
ど
好
調
な
業

種
は
あ
る
が
、
小
売
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
、
運
輸
業
等
で
大
幅

な
減
収
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

今
年
度
当
初
予
算
比
20
・９
％

減
を
見
込
ん
で
い
る
。
税
目

ご
と
に
適
切
に
算
定
し
て
お

り
、
当
初
予
算
に
係
る
税
収

は
確
保
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
下

振
れ
リ
ス
ク
や
、
金
融
資
本

市
場
の
変
動
等
の
影
響
を
注

視
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
。
医
療
従
事
者
等
の
優
先

接
種
の
体
制
整
備
や
市
町
村

へ
の
支
援
は
。

Ａ　

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
ワ
ク

チ
ン
保
管
に
必
要
な
デ
ィ
ー

プ
フ
リ
ー
ザ
ー
を
56
医
療

機
関
に
各
１
台
ず
つ
順
次
配

備
を
進
め
て
い
る
。
そ
こ
か

ら
ワ
ク
チ
ン
の
移
送
を
受
け

て
接
種
を
行
う
医
療
機
関
を

３
８
６
カ
所
確
保
し
、
県
内

で
21
万
人
を
超
え
る
医
療
従

事
者
等
に
接
種
を
行
う
体
制

を
整
備
し
て
い
る
。
市
町
村

支
援
に
つ
い
て
、県
民
に
速
や

か
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
う

に
は
、県
と
市
町
村
の
緊
密
な

連
携
が
重
要
。
市
町
村
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
向
け
た
進
捗

状
況
を
定
期
的
に
調
査
す
る

と
と
も
に
、
課
題
の
把
握
に

努
め
解
決
を
支
援
し
て
い
く
。

ま
た
、
接
種
後
の
相
談
窓
口

と
し
て
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

開
設
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

Ｑ　

コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
的
な

不
安
を
抱
え
る
新
婚
世
帯
へ

の
支
援
策
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

国
は
令
和
３
年
度
か
ら
、

新
婚
世
帯
を
対
象
に
、
婚
姻

に
伴
う
住
宅
取
得
費
用
や
引

越
費
用
等
を
支
援
す
る
「
結

婚
新
生
活
支
援
事
業
」
の
対

象
者
の
年
齢
や
所
得
な
ど
の

要
件
を
緩
和
す
る
と
し
て
い

る
。ま
た
、県
が
主
導
し
て（
結

婚
新
生
活
支
援
に
取
り
組
む
）

協
議
会
を
設
置
し
、
県
と
市

町
村
が
連
携
し
て
事
業
を
実

施
す
る
場
合
に
は
、
29
歳
以

下
の
成
婚
者
に
対
す
る
助
成

金
額
が
30
万
円
か
ら
60
万
円

に
倍
増
、
国
の
補
助
率
も
２

分
の
１
か
ら
３
分
の
２
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
。
こ
の
た
び

本
県
と
県
内
24
市
町
村
の
自

治
体
間
連
携
に
よ
る
事
業
計

画
が
国
の
採
択
を
受
け
、
今

後
、
新
婚
世
帯
に
事
業
の
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
事
業

を
実
施
す
る
市
町
村
を
増
や

し
て
い
く
た
め
、
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
く
。

Ｑ　

農
業
由
来
の
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
排
出
量
と
処
理
方

法
、
県
の
取
り
組
み
状
況
と

農
業
者
負
担
を
軽
減
す
る
方

策
に
つ
い
て
。

Ａ　

本
県
に
お
け
る
排
出
量

は
２
年
ご
と
に
調
査
を
実

施
。
直
近
の
平
成
30
年
は
約

３
，２
０
０
ト
ン
で
、
２
年
間

で
７
％
増
加
し
た
。
平
成
29

年
以
前
は
、
排
出
量
の
約
７

割
が
主
に
中
国
で
処
理
さ
れ

て
い
た
が
、
中
国
の
輸
入
停

止
に
伴
い
、
現
在
で
は
全
量

が
国
内
で
処
理
さ
れ
、
処
理

経
費
の
上
昇
な
ど
、
農
業
者

の
負
担
が
増
加
し
て
い
る
。

県
は
Ｊ
Ａ
全
農
ふ
く
れ
ん
等

と
連
携
し
て
、
研
修
会
や
現

地
指
導
等
を
実
施
し
、
適
正

処
理
の
徹
底
を
図
っ
て
き
た
。

来
年
度
か
ら
は
、
土
の
中
で

分
解
さ
れ
る
生
分
解
性
マ
ル

チ
フ
ィ
ル
ム
や
、
３
年
以
上

利
用
可
能
な
ハ
ウ
ス
フ
ィ
ル

ム
等
の
実
証
を
行
い
、
農
業

者
に
対
し
費
用
対
効
果
を
示

し
な
が
ら
普
及
拡
大
を
図
る

こ
と
で
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
適
正
な
処
理
と
農
業
者
の

負
担
軽
減
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ　

あ
お
り
運
転
撲
滅
に
向

け
、
県
警
察
は
ど
う
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

Ａ　
「
あ
お
り
運
転
」
は
、
意

図
的
に
危
険
を
生
じ
さ
せ
る

極
め
て
悪
質
・
危
険
な
行
為

で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
な

い
も
の
で
あ
る
。
県
警
察
と

し
て
は
引
き
続
き
悪
質
・
危

険
な
運
転
が
関
係
す
る
事
案

を
認
知
し
た
場
合
に
は
、
妨

害
運
転
罪
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ

る
法
令
を
駆
使
し
て
捜
査
を

徹
底
す
る
。
取
り
締
ま
り
を

積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
重
大
事
故
に
つ
な
が
る

危
険
性
の
高
い
高
速
道
路
に

お
け
る
車
間
距
離
保
持
義
務

違
反
等
に
つ
い
て
は
、
パ
ト

カ
ー
に
加
え
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

を
活
用
し
た
取
り
締
ま
り
も

行
う
。
県
民
の
皆
様
も
「
妨

害
運
転
さ
れ
た
ら
見
た
ら

１
１
０
番
」を
積
極
的
に
行
っ

て
い
た
だ
き
、
悪
質
・
危
険

な
運
転
者
の
排
除
に
協
力
を

お
願
い
す
る
。

Ｑ　

知
事
職
務
代
理
者
の
新

年
度
予
算
編
成
へ
の
関
わ
り

と
予
算
執
行
に
あ
た
っ
て
の

考
え
を
伺
う
。

Ａ　

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
例
年
７
月
頃
に
小
川
知

事
の
方
針
が
示
さ
れ
、
そ
の

方
針
に
従
っ
て
各
部
局
が
事

業
を
構
築
。
私
も
副
知
事
と

し
て
、
議
会
の
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
担
当
部
局
、

財
務
当
局
と
協
議
し
編
成
を

進
め
て
き
た
。
そ
の
後
、
知

事
が
入
院
す
る
事
態
と
な
っ

た
が
、
重
要
な
点
に
つ
い
て

は
知
事
の
考
え
を
聞
き
な
が

ら
編
成
を
進
め
た
。
新
年
度

予
算
は
知
事
の
思
い
が
反
映

さ
れ
た
、
今
後
の
県
の
発
展

に
と
っ
て
重
要
な
予
算
で
あ

り
、
執
行
に
つ
い
て
は
職

員
と
力
を
合
わ
せ
、
責
任
を

も
っ
て
行
っ
て
い
く
。

Ｑ　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
へ

通
う
児
童
生
徒
が
不
利
益
を

被
る
こ
と
の
な
い
支
援
体
制

の
整
備
を
行
う
べ
き
で
は
。

Ａ　
「
教
育
機
会
確
保
法
」
で

は
、
地
方
公
共
団
体
は
、
不

登
校
児
童
生
徒
が
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
な
ど
の
学
校
以
外
の

場
で
行
う
学
習
活
動
の
状
況

等
を
継
続
的
に
把
握
す
る
と

と
も
に
、
不
登
校
児
童
生
徒

や
保
護
者
に
対
し
て
必
要
な

情
報
提
供
等
の
支
援
を
行
う

た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
令

和
元
年
10
月
の
国
の
通
知

で
、
不
登
校
生
徒
が
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
を
含
む
学
校
外
施

設
な
ど
で
学
習
を
行
っ
て
い

る
場
合
に
、
指
導
要
録
上
の

出
席
扱
い
と
す
る
要
件
が
緩

和
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後

一
層
、
学
校
外
施
設
と
学
校

と
の
連
携
が
進
む
と
考
え
ら

れ
る
。
県
教
育
委
員
会
と
し

て
は
、「
教
育
機
会
確
保
法
」

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
不
登
校

児
童
生
徒
が
自
ら
の
進
路
を

主
体
的
に
と
ら
え
、
社
会
的

に
自
立
で
き
る
よ
う
支
援
す

る
た
め
、
学
校
、
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
、
民
間
の
団
体
等

の
連
携
体
制
の
構
築
が
図
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　

筑
紫
野
市
に
あ
る
安
定

型
最
終
処
分
場
の
許
可
容
量

超
過
に
対
す
る
県
の
対
応

は
。

Ａ　

県
は
当
該
事
業
者
に
対

し
、
平
成
15
年
に
許
可
容
量

超
過
分
の
廃
棄
物
を
撤
去
す

る
よ
う
施
設
の
改
善
命
令
を

発
出
し
た
。
し
か
し
、
平
成

17
年
に
他
の
違
法
行
為
を
確

認
し
、
廃
棄
物
処
理
法
に

基
づ
く
全
て
の
許
可
を
取
り

消
し
た
。
改
善
命
令
に
よ

り
、
許
可
区
域
内
の
容
量
超

過
分
の
廃
棄
物
は
撤
去
さ
れ

た
が
、
許
可
区
域
外
の
廃
棄

物
が
残
っ
て
い
た
た
め
、
事

業
者
責
任
に
よ
る
許
可
容
量

超
過
の
廃
棄
物
撤
去
を
毎
年

度
、
文
書
で
指
導
し
て
き

た
。
さ
ら
に
、住
民
の
安
全
・

安
心
確
保
の
た
め
、
県
で
は

昨
年
度
、
覆
土
状
況
及
び
植

生
の
調
査
を
実
施
し
た
。
昨

年
度
の
調
査
結
果
と
専
門
家

に
よ
る
評
価
を
踏
ま
え
、
今

後
と
も
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
継
続
し
、
住
民
の
安
全
・

安
心
を
確
保
し
て
い
く
。

Ｑ　

緊
急
事
態
宣
言
の
解
除

後
、
感
染
防
止
対
策
と
経
済

回
復
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

Ａ　

当
面
の
措
置
と
し
て

３
月
７
日
ま
で
の
間
、
県

民
に
は
不
要
不
急
の
外
出
自

粛
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守

し
て
い
な
い
店
の
利
用
自
粛

を
お
願
い
し
た
。
飲
食
店
に

は
、
営
業
時
間
を
21
時
ま
で

と
す
る
こ
と
、
出
勤
等
に
つ

い
て
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の

推
進
を
要
請
。
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
は
大
き
な
打

撃
を
受
け
、
地
域
経
済
を
立

て
直
す
必
要
が
あ
る
た
め
、

引
き
続
き
①
無
利
子
・
無
担

保
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
資
金
」
な
ど

県
制
度
融
資
に
お
け
る
十
分

な
融
資
枠
の
確
保
②
デ
リ
バ

リ
ー
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
等
の

経
営
革
新
へ
の
取
り
組
み
へ

の
支
援
③
商
工
会
議
所
・
商

工
会
等
が
行
う
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
地
域
商
品
券
発
行
へ
の

支
援
④
生
産
性
向
上
の
た
め

の
設
備
投
資
等
へ
の
支
援
⑤

「
福
岡
の
避
密
の
旅
」観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第
２
弾
の
実

施
⑥
県
内
の
観
光
施
設
等
を

訪
問
す
る
際
の
タ
ク
シ
ー
料

金
の
割
引
支
援
⑦
県
内
の
中

小
の
旅
行
会
社
に
よ
る
県
内

旅
行
商
品
の
造
成
に
対
す
る

支
援
な
ど
に
取
り
組
む
。

Ｑ　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
児
童
生

徒
の
心
の
ケ
ア
を
す
る
専
門

職
員
の
充
実
・
強
化
と
、
各

家
庭
へ
の
対
応
を
問
う
。

Ａ　

県
教
育
委
員
会
は
、
各

学
校
に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
等
で
児
童
生
徒
の
不
安

や
悩
み
を
き
め
細
か
に
察
知

し
、
全
公
立
学
校
に
配
置
し

た
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

等
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
協
働

し
た
、
一
人
一
人
の
心
に
寄

り
添
う
組
織
的
対
応
の
徹
底

を
依
頼
し
て
き
た
。
ス
ト
レ

ス
の
原
因
が
家
庭
の
生
活
環

境
の
変
化
に
あ
る
と
も
考
え

ら
れ
、
今
後
も
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
専
門
ス

タ
ッ
フ
と
連
携
し
、
家
庭
訪

問
や
保
護
者
へ
の
相
談
活
動

等
の
支
援
を
充
実
さ
せ
る
。

Ｑ　

児
童
虐
待
事
案
に
対
す

る
県
警
察
の
対
応
と
関
係
機

関
と
の
連
携
に
つ
い
て
。

Ａ　

児
童
虐
待
が
疑
わ
れ
る

情
報
を
認
知
し
た
場
合
、
警

察
職
員
が
現
場
に
臨
場
し
、

安
全
を
確
認
す
る
と
と
も
に

児
童
の
安
全
確
保
を
最
優
先

し
た
対
応
を
徹
底
。
虐
待
の

お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
さ
れ

る
場
合
に
は
、
児
童
相
談
所

へ
の
通
告
や
、
必
要
が
あ
る

場
合
に
は
事
件
化
を
図
る
な

ど
的
確
な
対
応
に
努
め
て
い

る
。
児
童
相
談
所
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
、
虐
待
が
疑
わ

れ
る
児
童
に
係
る
過
去
の
取

り
扱
い
状
況
を
照
会
し
て
い

る
ほ
か
、
必
要
な
情
報
交
換

を
実
施
。
平
成
27
年
か
ら
県

の
児
童
相
談
所
に
警
察
官
を

配
置
し
、
さ
ら
な
る
連
携
強

化
を
図
っ
て
い
る
。
県
警
察

と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
児
童
虐
待
事
案
の
早

期
発
見
に
努
め
、
児
童
相
談

所
等
関
係
機
関
と
連
携
し
、

児
童
の
安
全
確
保
を
最
優
先

と
し
た
対
応
を
図
る
。

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

中
尾  

正
幸  
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民
主
県
政
県
議
団

民
主
県
政
県
議
団

原
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岩
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（筑紫野市）

公
明
党

公
明
党

松
下  

正
治  

（北九州市八幡西区）

緑
友
会

緑
友
会

吉
武  

邦
彦  

（宗像市）
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代表質問を終えて 　　
提出された議案

可決された意見書

令和３年２月定例会では議案７２件が提出さ
れ、議案については、いずれも原案のとおり可
決、承認または同意されました。

〇予算議案　32件
・令和３年度福岡県一般会計予算
・令和２年度福岡県一般会計補正予算（第12
号）など

○条例議案　13件
・職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改
正する条例の制定について
・特定大規模災害等に対処するための特殊勤
務手当の特例に関する条例及び福岡県税条
例の一部を改正する条例の制定について
・東日本大震災の被災者に係る福岡県旅券発
給手数料の特例に関する条例を廃止する条
例の制定について
・福岡県特定非営利活動促進法施行条例の一
部を改正する条例の制定について
・福岡県ホストタウン等新型コロナウイルス
感染症対策基金条例の制定について
・福岡県公衆浴場法施行条例の一部を改正す
る条例の制定について
・福岡県保健福祉関係手数料条例の一部を改
正する条例の制定について
・福岡県障がい福祉サービス事業等の人員、
設備及び運営の基準等に関する条例及び福
岡県障がい児通所支援の事業等の人員、設
備及び運営の基準等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について
・福岡県道路構造の基準に関する条例の一部
を改正する条例の制定について
・福岡県建築都市関係手数料条例の一部を改
正する条例の制定について
・福岡県営住宅条例の一部を改正する条例の
制定について
・福岡県県立学校職員定数条例及び福岡県市
町村立学校職員定数条例の一部を改正する
条例の制定について
・福岡県公安委員会の委員の服務の宣誓に関
する条例及び福岡県警察職員の服務の宣誓
に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

〇専決処分したものについて報告し承認を求め
る議案　１件
・令和２年度福岡県一般会計補正予算（第11号）
〇契約の締結に関する議案　４件
・包括外部監査契約の締結について
・工事請負契約の締結について　など
〇経費負担に関する議案　11件
・空港整備事業の経費の負担について　など
〇人事に関する議案　６件
・監査委員の選任について　など
〇その他の議案　３件
・福岡県文化芸術振興基本計画の策定について
・第５次福岡県男女共同参画計画の策定につ
いて
・福岡北九州高速道路公社定款の一部変更に
対する同意について

○委員会提出議案　２件
・福岡県議会会議規則の一部を改正する規則
の制定について
・福岡県政務活動費の交付に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

　

冒
頭
、
小
川
県
政
に
対
す
る
所
信
に
つ
い
て
質
し
、
知
事
職

務
代
理
者
の
服
部
副
知
事
よ
り
、
予
算
の
執
行
に
つ
い
て
は
職

員
と
力
を
合
わ
せ
責
任
を
も
っ
て
行
っ
て
い
く
と
の
回
答
を
受

け
、
再
質
問
の
知
事
選
へ
の
出
馬
要
請
に
つ
い
て
は
、
極
め
て

重
く
受
け
止
め
、
熟
慮
の
う
え
、
責
任
を
も
っ
て
決
意
を
表
明

す
る
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

次
に
ワ
ン
ヘ
ル
ス
推
進
基
本
条
例
の
評
価
に
つ
い
て
質
し
、

全
国
に
先
駆
け
て
議
員
提
案
で
条
例
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
は
、

ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
理
念
の
浸
透
と
実
践
の
取
り
組
み
が
福
岡
県
か

ら
全
国
に
拡
が
っ
て
い
く
契
機
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、

大
変
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
。今
後
、本
条
例
に
基
づ
き
人
獣
共

通
感
染
症
対
策
や
、
人
と
動
物
の
共
生
社
会
づ
く
り
な
ど
の
取

り
組
み
を
具
体
化
す
る
行
動
計
画
を
策
定
し
、
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の

推
進
を
一
層
図
っ
て
い
き
た
い
と
の
考
え
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
北
九
州
空
港
の
貨
物
拠
点
に
つ
い
て
質
し
、
令
和
３

年
度
か
ら
３
年
間
を
「
貨
物
拠
点
推
進
強
化
期
間
」
と
位
置
づ

け
、
北
九
州
市
等
と
連
携
し
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
と

の
回
答
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
、
洋
上
風
力
発
電
の
促
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
策
を
統
括
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
室
に
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
に
取
り
組
む
専
任
の
係
を
、
４
月
か
ら

新
た
に
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
「
臨
時
財
政
対
策
債
」「
減
収
補
填
債
」「
地
方

分
権
改
革
の
現
状
と
将
来
の
展
望
及
び
戦
略
」「
デ
ジ
タ
ル
改

革
に
対
す
る
県
の
基
本
姿
勢
」「
中
山
間
地
域
に
お
け
る
半
農

半
Ｘ
の
推
進
」「
漁
船
漁
業
者
の
支
援
」に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

自
民
党
県
議
団

　

２
月
22
日
に
辞
意
を
表
明
さ
れ
た
小
川
知
事
の
10
年
間
の
総

括
、
来
年
度
の
基
本
方
針
を
含
め
た
、
新
年
度
予
算
等
に
つ
い

て
質
し
ま
し
た
。

　

知
事
職
務
代
理
者
の
服
部
副
知
事
か
ら
は
、
総
括
と
し
て
中

小
企
業
の
振
興
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
、
飲
酒
運
転
撲
滅
な
ど

の
取
り
組
み
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
14
か
月
予
算
で
６
２
０
億

円
を
計
上
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
保
健
所
体
制
、
雇
用
対
策
等

に
つ
い
て
強
化
す
る
旨
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
川
知
事
の
思
い
が
反
映
さ
れ
た
予
算
の
執
行
に
あ

た
っ
て
は
、
服
部
副
知
事
が
責
任
を
も
っ
て
行
っ
て
い
く
と
の

決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

女
性
の
活
躍
先
進
県
に
つ
い
て
は
、
男
女
と
も
に
暮
ら
し
や

す
い
社
会
の
実
現
の
た
め
に
働
き
方
改
革
の
推
進
を
進
め
る
こ

と
、
教
育
関
係
で
は
、
責
任
の
所
在
が
明
確
で
な
い
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
知
事
部
局
と

連
携
し
て
支
援
す
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
・
児
童
虐
待
へ
の
対
策
、
過
疎
地
域
の
振
興
、

農
業
財
産
で
あ
る
種
苗
の
保
護
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
前
向
き

な
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

筑
紫
野
市
の
安
定
型
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
は
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
、
受
託
廃
棄
物
の
搬
出
状
況
の
確
認
を
継
続
し
て
い
く
旨

の
答
弁
を
得
た
も
の
の
、
許
可
区
域
以
外
の
許
可
容
量
を
超
え

た
廃
棄
物
の
除
去
に
つ
い
て
は
明
確
な
答
弁
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
た
め
、
引
き
続
き
県
に
強
く
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

民
主
県
政
県
議
団

　

今
回
の
本
会
議
で
は
、
病
気
療
養
中
の
小
川
知
事
の
辞
職
表

明
を
受
け
、
服
部
副
知
事
が
知
事
職
務
代
理
者
と
し
て
、
当
初

予
算
、
14
か
月
予
算
と
も
に
過
去
最
大
の
予
算
案
を
提
案
、
県

政
の
主
要
課
題
に
つ
い
て
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。
知
事
不
在
の
本

格
予
算
審
議
は
異
例
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
県
政
の
停
滞

は
一
刻
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
、
小
川
県
政
10
年
の
総
括
を
服
部
知
事
職
務
代
理
者
に

質
す
と
、「
県
民
幸
福
度
日
本
一
の
福
岡
県
を
目
指
し
、
県
民

生
活
の
安
定
・
安
全
・
安
心
の
向
上
に
全
力
を
尽
く
さ
れ
た
」

と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
知
事
不
在
で
の
来
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、「
小
川

知
事
と
検
討
を
重
ね
、
県
議
会
の
ご
意
見
を
頂
き
作
り
上
げ
た

も
の
で
、
今
後
の
本
県
発
展
に
と
っ
て
重
要
な
予
算
で
あ
る
」

と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
の
編
成
方
針
に
つ
い
て
質
す
と
、「
国
の
総
合
経
済
対

策
を
最
大
限
活
用
し
た
、
令
和
２
年
度
２
月
補
正
予
算
と
一
体

と
な
っ
た
14
か
月
予
算
と
し
て
編
成
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
、
医
療
提
供
体
制
強
化
、
地
域

経
済
の
立
て
直
し
に
取
り
組
む
」
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
予
防
接
種
の
本
県
の
役
割
、

高
校
大
学
等
新
卒
者
の
就
職
支
援
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
本
県
の
取
り
組
み
や
令
和
２
年
７
月
豪

雨
災
害
を
踏
ま
え
た
流
域
治
水
な
ど
県
政
の
主
要
課
題
に
つ
い

て
も
質
し
ま
し
た
。

緑
友
会

公
明
党

　

今
年
１
月
の
核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
に
対
し
所
見
を
伺
っ
た

と
こ
ろ
、
知
事
職
務
代
理
者
の
服
部
副
知
事
か
ら
、
核
兵
器
の

な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
を
望
む
と
の
考
え
を
示
し
、
平
和
の

尊
さ
を
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
開
設
し
て

い
る
「
平
和
文
化
コ
ー
ナ
ー
」
の
充
実
と
広
報
活
動
の
強
化
を

図
る
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
教
育
長
か
ら
は
、
北

九
州
市
が
来
年
に
設
置
予
定
の
平
和
資
料
館
に
つ
い
て
、
各
学

校
に
紹
介
し
、
活
用
を
促
し
た
い
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、
発

熱
外
来
や
発
熱
病
棟
等
の
医
療
体
制
の
万
全
な
確
保
や
市
町
村

に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
た
支
援
を
質

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
感
染
症
に
起
因
す
る
偏
見
や
差
別
の
防

止
、医
療
従
事
者
の
心
の
相
談
窓
口
の
周
知
等
を
求
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
県
政
の
重
要
課
題
と
し
て
、
県
広
報
の
リ
ス
ク
管

理
、
コ
ロ
ナ
詐
欺
の
防
止
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
お
け
る
個
人

情
報
保
護
の
対
策
、
分
断
問
題
へ
の
対
応
等
を
質
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
公
明
党
県
議
団
で
実
施
し
た
介
護
保
険
制
度
に

関
す
る
調
査
を
踏
ま
え
、
県
民
へ
の
制
度
の
分
か
り
や
す
い
情

報
発
信
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
対
策
等
を
問
題
提
起
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
孤
立
・
孤
独
を
防
ぐ
た
め
の
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
普
及
、
学
生
の
就
職
支
援
と
し
て
緊
急
短
期

雇
用
創
出
事
業
の
活
用
、
食
品
ロ
ス
削
減
の
推
進
、
障
が
い
児

の
通
学
支
援
、
Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
へ
の
対
応
強
化
な
ど
県
政
の

緊
要
な
課
題
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
現
場
の
声
を

県
政
に
届
け
、
よ
り
良
い
政
策
の
実
現
・
推
進
に
尽
力
し
ま
す
。

〇介護サービス事業所の経営安定化への対策を
求める意見書
〇アスベスト問題の早期解決を求める意見書
〇子宮頸がん対策の強化を求める意見書
〇保護司の人材確保に関する支援の充実を求め
る意見書
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生
産
や
流
通
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
ス
マ

ー
ト
農
業
技
術
を
活

用
す
る
こ
と
が
重
要

で
、
そ
れ
を
使
い
こ
な
す
た
め
に
は
個

人
の
努
力
だ
け
で
は
難
し
い
と
思
わ
れ

る
。
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
推
進
を
ど

う
進
め
て
い
く
の
か
。

Ａ　

ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
の
導
入
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
集
積
し
た
デ
ー
タ

を
解
析
し
て
精
度
を
高
め
、
各
地
域
・

各
作
物
に
あ
っ
た
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

を
組
み
立
て
て
い
く
。
こ
う
し
た
技
術

の
現
地
導
入
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
収
量

向
上
や
労
務
・
経
営
管
理
の
効
率
化
と

い
っ
た
成
果
に
つ
い
て
、
国
や
農
業
機

械
メ
ー
カ
ー
等
と
連
携
し
て
研
修
会
を

開
催
し
、
農
業
者
に
広
く
紹
介
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
県
の
普
及
指

導
セ
ン
タ
ー
で
、
個
々
の
経
営
規
模
や

技
術
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
栽

培
指
導
や
機
種
の
選
定
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

下
水
を
処
理
す
る
過

程
で
発
生
す
る
下
水

汚
泥
等
の
下
水
道
資

源
は
利
用
可
能
な
資

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
。
県
は
市
町
村
と

と
も
に
令
和
４
年
度
ま
で
に
汚
水
処
理

の
広
域
化
・
共
同
化
計
画
を
策
定
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
取
り
組
み
の
中

で
も
、
下
水
道
資
源
の
有
効
利
用
を
考

え
て
い
く
べ
き
だ
。

Ａ　

県
は
現
在
、
下
水
道
の
持
続
可
能

な
事
業
運
営
を
推
進
す
る
た
め
、
市
町

村
等
と
と
も
に
汚
水
処
理
の「
広
域
化
・

共
同
化
計
画
」の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

下
水
を
処
理
す
る
過
程
で
発
生
す
る
処

理
水
や
下
水
汚
泥
と
い
っ
た
下
水
道
資

源
を
有
効
利
用
す
る
こ
と
は
、
下
水
道

事
業
の
運
営
コ
ス
ト
を
縮
減
し
経
営
の

安
定
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
汚
水
処

理
の
広
域
化
・
共
同
化
に
お
い
て
も
重

要
。
国
か
ら
の
情
報
提
供
や
他
県
の
取

り
組
み
事
例
を
参
考
に
し
て
市
町
村
等

と
検
討
し
て
い
く
。令

和
４
年
度
か
ら
小

学
校
で
の
外
国
語
と

理
科
、
算
数
の
専
科

指
導
が
開
始
さ
れ
る

が
、
体
育
こ
そ
専
門
的
な
指
導
が
必
要

で
あ
る
。
県
独
自
に
体
育
の
専
科
に
よ

る
指
導
を
導
入
す
る
取
り
組
み
を
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

小
学
校
に
お
い
て
、
授
業
の
質
を

向
上
さ
せ
、
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び

を
実
現
す
る
に
は
高
い
専
門
性
を
持
っ

た
教
員
に
よ
る
指
導
を
導
入
す
る
必
要

が
あ
る
。
従
来
か
ら
学
級
担
任
の
担
当

教
科
を
一
部
入
れ
替
え
る
交
換
授
業
を

行
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
中
央
教
育
審

議
会
答
申
で
示
さ
れ
た
教
科
担
任
制
の

対
象
教
科
に
加
え
、
体
育
等
で
も
中
学

校
教
員
に
よ
る
指
導
や
地
域
人
材
の
派

遣
を
検
討
し
て
い
く
。
併
せ
て
、
外
国

語
や
理
科
を
中
心
に
実
施
し
て
い
る
専

科
指
導
に
、
体
育
も
充
て
た
い
と
考
え

て
い
る
。
国
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、
各

教
科
の
専
門
性
を
重
視
し
た
教
員
配
置

を
検
討
し
て
い
く
。市

町
村
の
貴
重
な
財

源
に
も
な
る
、
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
を
、

県
が
主
導
し
県
内
市

町
村
や
県
へ
の
寄
附
金
が
増
加
す
る
よ

う
、
も
っ
と
推
進
す
べ
き
だ
。

Ａ　

県
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
対
象
分
野

と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
や
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
、
あ

わ
せ
て
11
項
目
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

紹
介
し
て
い
る
。
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク

を
行
い
、
市
町
村
へ
の
寄
附
金
の
増
加

に
つ
な
が
る
よ
う
応
援
し
、
返
礼
品
も

工
夫
し
魅
力
的
な
品
を
準
備
し
て
い

る
。
ま
た
、
返
礼
品
と
し
て
活
用
で
き

る
地
場
産
品
が
乏
し
い
市
町
村
が
返
礼

品
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
あ
ま
お
う
、

秋
王
、
八
女
茶
な
ど
計
17
品
目
の
県
産

品
を
、
県
内
の
全
市
町
村
で
取
り
扱
え

る
共
通
返
礼
品
と
し
て
、
国
と
協
議
し

認
定
し
て
い
る
。
今
後
も
多
く
の
寄
附

が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
呼
び
か
け
を
行
っ

て
い
く
。

国
の
「
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靭
化
の
た
め

の
５
か
年
加
速
化
対

策
」
の
対
象
と
な
る

「
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
」
の
数
と
、

市
町
村
と
連
携
し
た
整
備
促
進
に
つ
い

て
問
う
。

Ａ　

対
象
と
な
る
防
災
重
点
農
業
用
た

め
池
は
、
県
内
３
，５
６
０
箇
所
の
見

込
み
。
ま
ず
は
市
町
村
で
老
朽
化
の
程

度
等
の
調
査
を
行
い
、
整
備
が
必
要
な

た
め
池
を
選
定
。
県
は
そ
の
選
定
結
果

を
も
と
に
、
県
全
体
で
の
緊
急
性
を
比

較
考
量
し
た
上
で
優
先
順
位
を
決
定

し
、
順
次
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
の
対
策
期
間
内
に
県
だ
け
で
整
備
す

る
に
は
限
界
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
町

村
自
ら
も
整
備
を
進
め
て
も
ら
う
必
要

が
あ
り
、今
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る「
た

め
池
管
理
保
全
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
よ

る
技
術
的
支
援
や
財
政
的
支
援
を
通
じ

市
町
村
と
一
体
と
な
っ
て
整
備
を
促
進

し
て
い
く
。

バ
イ
オ
産
業
の
拠
点

化
集
積
事
業
「
福
岡

バ
イ
オ
バ
レ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
成
果

と
今
後
の
取
り
組
み
、
国
際
金
融
都
市

を
支
え
る
人
材
育
成
と
も
な
る
学
校
教

育
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

福
岡
バ
イ
オ
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
産
学
官
一
体
と
な
っ
て
「
創

薬
」
と
「
食
品
」
を
柱
に
研
究
開
発
の

促
進
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
開
始
時
に
32
社
だ
っ
た
バ
イ
オ

関
連
企
業
は
現
在
２
３
０
社
に
拡
大
。

今
後
は
、
県
内
中
小
企
業
を
対
象
と
す

る
助
成
を
行
う
な
ど
、
さ
ら
な
る
バ
イ

オ
関
連
企
業
の
集
積
を
図
っ
て
い
く
。

国
際
金
融
都
市
を
支
え
る
人
材
の
育
成

と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
取
り
組
み
を

進
め
、金
融
教
育
に
つ
い
て
は
毎
年
度
、

金
融
教
育
研
究
校
の
指
定
な
ど
を
実

施
。
英
語
教
育
に
つ
い
て
も
高
度
な
英

語
の
授
業
の
実
施
な
ど
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
今
後
も
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担

う
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

今
後
、
空
き
家
の
増

加
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
市
町
村
と
連
携

し
地
域
振
興
に
も
つ

な
が
る
空
き
家
の
利
活
用
を
促
進
す
べ

き
だ
。

Ａ　

県
は
平
成
30
年
度
か
ら
、
福
岡
県

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
と
全
日
本
不
動

産
協
会
福
岡
県
本
部
の
協
力
で
開
設
し

た
「
福
岡
県
版
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
お

い
て
、
市
町
村
と
連
携
し
、
空
き
家
情

報
に
加
え
、
地
域
の
魅
力
や
移
住
者
へ

の
支
援
策
な
ど
の
情
報
を
発
信
し
て
い

る
。「
空
き
家
活
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
で
は
、
市
町
村
と
協
力
し
て
出
張

相
談
会
等
を
実
施
し
、
地
域
に
潜
在
し

て
い
る
利
活
用
可
能
な
空
き
家
の
掘
り

起
こ
し
を
行
っ
て
い
る
。
最
近
で
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
へ
の
転
用
な

ど
空
き
家
を
地
域
振
興
に
つ
な
げ
る
事

例
も
増
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
情
報
を

市
町
村
と
共
有
し
、
空
き
家
の
利
活
用

を
促
進
し
て
い
く
。県

立
高
校
の
定
員
割

れ
が
拡
大
し
て
い
る

現
実
を
ど
う
受
け
止

め
る
か
。
教
育
を
取

り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を

鑑
み
、
県
立
高
校
の
在
り
方
を
抜
本
的

に
検
討
す
る
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

Ａ　

県
立
高
校
の
定
員
割
れ
に
つ
い
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て
き
た

が
、
今
回
特
に
筑
豊
地
区
で
定
員
割
れ

が
拡
大
し
た
こ
と
は
、
重
大
な
問
題
と

し
て
受
け
止
め
て
い
る
。
今
後
、
要
因

を
詳
細
に
分
析
し
、
生
徒
・
保
護
者
に

選
ば
れ
る
県
立
高
校
と
な
る
た
め
の
対

策
を
速
や
か
に
練
り
直
す
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
に
つ
い
て
は
、各
県
立
高
校
が「
自

分
た
ち
の
高
校
像
」
を
再
構
築
し
、
県

教
育
委
員
会
と
し
て
総
合
的
に
支
援
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
各
学
校
で
教
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
「
選
ば
れ
る
学
校

づ
く
り
」
に
ま
い
進
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
く
。

日
田
彦
山
線
と
平
成

筑
豊
鉄
道
の
沿
線
利

用
促
進
に
対
す
る
基

本
的
な
考
え
は
。
沿

線
市
町
村
と
共
同
で
作
成
す
る
地
域
公

共
交
通
計
画
の
活
用
に
ど
う
取
り
組
む

の
か
。

Ａ　

日
田
彦
山
線
や
平
成
筑
豊
鉄
道
の

利
用
促
進
を
図
る
に
は
、
通
勤
・
通
学

と
い
っ
た
利
用
と
と
も
に
観
光
客
等
を

呼
び
込
む
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
駅
で
の
円
滑
な
乗
り
継
ぎ
や
二
次

交
通
の
充
実
、
ま
た
、
沿
線
地
域
の
豊

か
な
自
然
や
温
泉
な
ど
の
観
光
資
源
を

活
用
し
て
地
域
の
魅
力
を
高
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え

「
日
田
彦
山
線
活
性
化
推
進
沿
線
自
治

体
連
絡
会
」
や
「
平
成
筑
豊
鉄
道
推
進

協
議
会
」
に
お
い
て
利
用
促
進
の
協
議

を
す
る
中
で
、
意
見
交
換
を
行
い
、
共

同
で
地
域
公
共
交
通
計
画
を
作
成
す
る

こ
と
の
意
義
も
含
め
、
沿
線
自
治
体
と

議
論
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

多
く
の
自
治
体
で
手

話
言
語
条
例
が
制
定

さ
れ
、
県
内
で
も
10

自
治
体
で
条
例
が
成

立
し
て
い
る
が
、
本
県
は
制
定
に
至
っ

て
い
な
い
。
手
話
言
語
条
例
の
意
義
と

制
定
に
関
す
る
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

手
話
言
語
条
例
は
、
手
話
が
言
語

で
あ
る
こ
と
の
認
識
、
手
話
言
語
へ
の

理
解
促
進
と
普
及
、
そ
の
た
め
の
環
境

整
備
な
ど
を
行
い
、
聴
覚
障
が
い
の
あ

る
方
の
自
立
と
社
会
参
加
の
実
現
を
目

指
す
も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
。
国
に

お
い
て
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の

責
務
等
を
盛
り
込
ん
だ
手
話
言
語
法
案

が
令
和
元
年
に
国
会
に
提
出
さ
れ
現
在

審
議
中
で
あ
る
。
法
案
で
は
施
策
を
総

合
的
、
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
、
国

が
「
手
話
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
都

道
府
県
は
地
域
の
実
情
に
即
し
た
「
手

話
計
画
」
の
策
定
に
努
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、

法
案
審
議
の
状
況
を
ま
ず
は
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

が
加
速
度
的
に
進
ん

だ
県
内
小
中
学
校
に

お
け
る
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
指
導
力
」
の
差
を
生
じ
さ
せ

な
い
取
り
組
み
は
。

Ａ　

こ
れ
ま
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
や
通
信

環
境
の
整
備
状
況
の
格
差
が
課
題
だ
っ

た
が
、
今
後
は
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指

導
力
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の
格
差
が
課
題

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
県
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、
市
町
村
教
育
委
員
会
や

各
学
校
と
、
学
校
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の

ビ
ジ
ョ
ン
や
取
り
組
み
の
方
向
性
に
つ

い
て
認
識
を
共
有
し
な
が
ら
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
と
考
え
、昨
年
12
月
に「
福

岡
県
学
校
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
計
画
」

を
策
定
し
た
。
今
後
、
教
員
の
ス
キ
ル

や
役
割
に
応
じ
た
複
層
的
な
研
修
な
ど

を
通
し
て
、
各
市
町
村
の
学
校
教
育
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
を
支
援
し
、
県
内
全
て

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

※

（

　）は
選
挙
区
を
記
載

自
民
党
県
議
団

野原 隆士
（福岡市西区）

中牟田 伸二
（春日市）

浦 伊三夫
（糸島市）

笠　 和彦
（福岡市中央区）

西元 　健
（築上郡・豊前市）

松尾 嘉三
（春日市）

片岡 誠二
（中間市）

塩川 秀敏
（宮若市・鞍手郡）

民
主
県
政
県
議
団

佐々木 允
（田川市）

山本 耕一
（北九州市若松区）

冨永 芳行
（糟屋郡）
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の
児
童
生
徒
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
恩
恵
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

つ
い
て
、
自
治
体

の
「
措
置
控
え
」
は

大
き
な
問
題
と
考
え

る
。
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
存
続
す
べ
き

で
、
県
は
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

市
町
村
に
対
す
る
支
援
は
。

Ａ　

居
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
低
所
得

の
高
齢
者
に
と
っ
て
、
相
談
支
援
が
充

実
し
た
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
存
続
は
重

要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
措
置
事
務
は
市
町
村
が
実
施
し

て
い
る
が
、
事
務
が
適
切
に
行
わ
れ
る

よ
う
支
援
す
る
の
が
県
の
役
割
だ
と
考

え
る
。
措
置
に
あ
た
っ
て
の
判
断
基
準

の
運
用
や
入
所
相
談
時
の
対
応
、
他
団

体
の
事
例
紹
介
と
い
っ
た
研
修
会
を
開

催
し
、
市
町
村
の
適
切
な
事
務
執
行
を

支
援
し
て
い
く
。
措
置
費
に
関
し
て
市

町
村
の
財
政
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
意
見
も
多
く
、
国
に
対
し
運

営
の
実
態
に
即
し
た
交
付
税
の
算
定
を

行
う
よ
う
引
き
続
き
求
め
て
い
く
。

福
岡
県
警
察
の
女
性

警
察
官
の
割
合
は
ど

う
か
。
全
国
と
比
べ

て
ど
の
よ
う
な
状
況

か
。
現
状
を
ど
う
分
析
・
認
識
し
、
今

後
ど
う
増
や
し
て
い
く
の
か
。

Ａ　

県
警
察
の
全
警
察
官
定
員
に
占
め

る
女
性
警
察
官
の
割
合
は
、
令
和
２
年

４
月
１
日
現
在
で
約
８
・
３
％
。
全
国

警
察
の
中
で
２
番
目
に
低
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
性
犯
罪
や
ス
ト
ー
カ
ー
・
Ｄ

Ｖ
事
案
等
の
捜
査
、
被
害
者
支
援
の
場

合
な
ど
に
お
い
て
、
女
性
警
察
官
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ス
ト
ー
カ

ー
・
Ｄ
Ｖ
事
案
等
に
対
応
す
る
た
め
計

画
を
前
倒
し
し
、
令
和
５
年
度
ま
で
に

10
％
と
す
る
こ
と
と
し
積
極
的
に
採
用

し
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
た
女
性
警
察
官
採
用
募
集

活
動
、
女
性
警
察
官
の
活
躍
や
職
域
拡

大
・
登
用
等
を
紹
介
す
る
な
ど
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

防
災
重
点
農
業
用
た

め
池
等
の
防
災
対

策
強
化
と
し
て
、
工

事
を
推
進
す
る
た
め

に
、
国
は
緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事

業
債
の
対
象
事
業
の
要
件
を
緩
和
し
た

が
、
そ
の
事
業
の
内
容
と
県
の
関
わ
り

は
。

Ａ　

こ
の
事
業
債
は
、
地
方
公
共
団
体

が
単
独
事
業
で
防
災
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

を
推
進
で
き
る
よ
う
、
国
が
そ
の
費
用

全
額
に
つ
い
て
起
債
充
当
す
る
こ
と
を

認
め
、
そ
の
う
ち
70
％
を
地
方
交
付
税

で
措
置
す
る
も
の
で
、
昨
年
度
創
設
さ

れ
た
。
当
初
２
か
年
の
措
置
と
さ
れ
て

い
た
が
、
令
和
７
年
度
ま
で
延
長
さ
れ

る
と
と
も
に
、
防
災
重
点
農
業
用
た
め

池
に
つ
い
て
は
来
年
度
か
ら
事
業
費
の

上
限
が
４
千
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

見
込
み
。
こ
の
事
業
債
を
活
用
す
る
に

は
、
市
町
村
が
事
業
計
画
を
策
定
す
る

必
要
が
あ
る
。
県
で
は
、
政
令
指
定
都

市
を
除
く
市
町
村
の
事
業
計
画
を
確
認

し
、
国
に
提
出
し
て
い
る
。

県
と
し
て
子
ど
も
食

堂
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
り
、
必
要
と

す
る
人
だ
れ
も
が
参

加
で
き
る
基
盤
づ
く
り
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

Ａ　

県
内
で
は
、
北
九
州
市
、
福
岡
市
、

筑
紫
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
の

子
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
作
ら
れ

て
お
り
、現
在
、運
営
さ
れ
て
い
る
方
々

を
中
心
に
、
県
全
体
の
広
範
囲
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
ろ
う
と
す
る
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
県
全
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

作
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
食
堂

を
運
営
さ
れ
て
い
る
方
々
の
情
報
共
有

や
、
子
ど
も
食
堂
に
対
す
る
認
識
度
の

向
上
な
ど
が
よ
り
一
層
進
む
と
期
待
さ

れ
る
。
県
と
し
て
も
、
広
域
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
設
置
の
動
き
に
関
わ
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
食
堂
に
関
連
す
る
行
政

施
策
の
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
必
要

な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

頻
発
化
・
激
甚
化
す

る
自
然
災
害
に
備
え

る
た
め
、
災
害
対
応

や
防
災
・
減
災
に
関

し
て
専
門
的
な
知
識
を
持
つ
人
材
の
育

成
や
活
用
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
県

は
人
材
育
成
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め

に
は
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
に
お
い

て
、
率
先
し
て
行
動
す
る
リ
ー
ダ
ー
の

存
在
が
重
要
で
あ
る
。
県
で
は
今
年
度

か
ら
、自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
を
、

気
象
情
報
や
風
水
害
、
土
砂
災
害
な
ど

の
専
門
的
知
識
や
技
能
を
有
す
る
防
災

士
と
し
て
養
成
す
る
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
こ
の
事
業
は
県
内
４
ブ
ロ
ッ
ク

で
、
福
岡
管
区
気
象
台
や
九
州
地
方
整

備
局
な
ど
の
職
員
を
講
師
と
し
て
研
修

を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
新
た
に

２
６
５
人
が
防
災
士
と
な
っ
た
。
引
き

続
き
こ
の
事
業
を
実
施
し
、
よ
り
多
く

の
防
災
士
の
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

児
童
虐
待
が
増
え
る

中
、
ア
ド
ボ
カ
シ
ー

（
子
ど
も
の
権
利
擁

護
活
動
）
の
試
み
が

始
ま
っ
て
い
る
。
本
県
の
社
会
的
養
育

推
進
計
画
に
は
、
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
（
ア

ド
ボ
カ
シ
ー
の
担
い
手
を
ア
ド
ボ
ケ
イ

ト
と
呼
ぶ
）
制
度
の
導
入
が
明
記
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
ど
う
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

Ａ　

県
で
は
、
施
設
に
入
所
し
た
子
ど

も
等
に
子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
記
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
配
布
。
し
か
し
、
施
設
の
職
員
へ
の

遠
慮
や
、
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
不
利
益

が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安

か
ら
、
相
談
を
諦
め
て
し
ま
う
子
ど
も

も
い
る
。
こ
の
た
め
第
三
者
が
子
ど
も

の
意
見
を
聞
き
取
り
、
意
見
を
代
弁
す

る
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
制
度
の
導
入
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
今
年
度
、
国
は
山
口
県

と
大
分
県
で
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
、

報
告
書
を
示
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

県
と
し
て
は
モ
デ
ル
事
業
の
成
果
や
課

題
を
踏
ま
え
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

大
濠
公
園
の
池
の
生

態
系
や
汚
泥
な
ど
の

環
境
に
つ
い
て
は
、

建
築
都
市
部
だ
け
の

問
題
と
し
て
捉
え
ず
、
保
健
環
境
研
究

所
な
ど
の
専
門
性
の
あ
る
部
署
に
依
頼

し
現
場
を
見
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

な
ど
柔
軟
に
対
応
す
べ
き
だ
。

Ａ　

大
濠
公
園
の
池
の
水
質
に
つ
い
て

は
年
11
回
、
池
の
４
箇
所
で
水
を
採
取

し
、
濁
り
や
窒
素
、
リ
ン
等
の
濃
度
を

調
査
し
て
お
り
、
昭
和
61
年
度
に
定
め

た
大
濠
公
園
の
水
質
保
全
目
標
値
を
全

て
満
た
し
て
い
る
。
池
の
底
に
あ
る
泥

に
つ
い
て
も
年
２
回
、
池
の
３
箇
所
で

カ
ド
ミ
ウ
ム
や
鉛
、
水
銀
等
の
溶
出
量

な
ど
を
調
査
し
、
良
好
な
状
態
に
保
た

れ
て
い
る
。
今
後
も
水
質
検
査
等
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
水
質
や
水
草
の
繁

茂
の
状
況
等
に
大
き
な
変
化
が
あ
れ

ば
、
関
係
部
局
や
保
健
環
境
研
究
所
な

ど
の
研
究
機
関
と
連
携
し
、
必
要
な
対

応
を
検
討
し
て
い
く
。

新
た
な
大
学
入
試
に

対
応
し
た
指
導
や
授

業
の
あ
り
方
に
つ
い

て
。

Ａ　

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
は
、
理

解
の
質
を
問
う
問
題
や
、
日
常
生
活
か

ら
課
題
を
発
見
し
解
決
方
法
を
構
想
す

る
場
面
、
資
料
や
デ
ー
タ
等
を
基
に
考

察
す
る
場
面
な
ど
、
学
習
の
過
程
を
意

識
し
た
問
題
が
増
え
て
い
る
。「
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
や
「
柔
軟
な

発
想
で
課
題
を
解
決
す
る
能
力
」
を
育

成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点

か
ら
、
課
題
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
共

に
考
え
、
学
び
、
豊
か
な
発
想
が
生
ま

れ
る
授
業
や
、
現
実
の
課
題
を
考
え
る

中
で
学
ん
だ
知
識
に
つ
な
が
る
授
業
改

善
を
促
進
し
て
い
く
。
県
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導

力
研
修
の
充
実
を
図
り
、
学
校
が
相
互

に
取
り
組
み
事
例
を
共
有
で
き
る
仕
組

み
を
整
え
、
県
立
高
校
全
体
の
学
習
指

導
体
制
の
充
実
を
図
る
決
意
で
あ
る
。

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
中
間

貯
蔵
・
環
境
安
全

事
業
株
式
会
社
）
北

九
州
事
業
所
に
お
け

る
、
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
安
定
器
や

汚
染
物
の
廃
棄
物
処
理
委
託
契
約
の
締

結
期
限
ま
で
の
県
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
。

Ａ　

県
は
約
７
２
，０
０
０
事
業
者
を

対
象
に
平
成
29
年
度
か
ら
調
査
を
実
施

し
、
令
和
２
年
11
月
ま
で
に
全
て
の
調

査
を
終
了
。
安
定
器
等
の
保
有
が
確
認

さ
れ
た
98
事
業
者
に
対
し
、
繰
り
返
し

年
度
内
処
分
を
働
き
か
け
た
結
果
、
３

月
１
日
時
点
で
90
事
業
者
が
処
理
委
託

契
約
を
締
結
し
て
い
る
。
締
結
し
て
い

な
い
８
事
業
者
に
は
年
度
内
処
分
の
完

了
に
向
け
、
環
境
省
や
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
と

連
携
、
指
導
し
て
い
く
。
令
和
２
年
12

月
か
ら
は
、
安
定
器
等
の
調
査
終
了
後

で
あ
っ
て
も
確
認
漏
れ
が
な
い
か
再
度

注
意
喚
起
し
、
期
限
内
処
分
が
進
む
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

を
受
け
、
昨
年
の
パ

ス
ポ
ー
ト
発
行
数
は

ど
う
だ
っ
た
か
。
ま

た
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
日
を
自
動
車

の
希
望
ナ
ン
バ
ー
の
よ
う
に
誕
生
日
や

自
分
の
希
望
日
と
す
る
こ
と
は
、
現
行

制
度
の
中
で
出
来
な
い
の
か
。

Ａ　

昨
年
の
パ
ス
ポ
ー
ト
発
行
数
は

４
６
，７
３
４
件
で
、
前
年
か
ら
約

14
万
件
の
減
少
。
発
行
日
に
つ
い
て
は

行
政
手
続
法
に
基
づ
き
、
標
準
処
理
期

間
を
概
ね
６
日
間
と
定
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
県
の
運
用
で
申
請
者
の
希
望
通

り
の
日
を
設
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
天
神
の
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

は
、
申
請
受
理
日
を
含
め
６
営
業
日
後

が
発
行
日
と
な
る
こ
と
か
ら
、
希
望
日

の
６
営
業
日
前
に
申
請
し
受
理
さ
れ
れ

ば
、
結
果
と
し
て
で
あ
る
が
、
希
望
日

が
発
行
日
と
な
る
。
ま
た
、
祝
祭
日
を

発
行
日
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

県
は
、
重
点
医
療
機

関
の
指
定
要
件
を
国

よ
り
も
厳
し
い
「
陽

性
者
10
床
以
上
」
と

し
て
い
る
。
病
床
確
保
料
は
、
重
点
医

療
機
関
は
１
日
７
万
１
千
円
、
そ
の
他

の
医
療
機
関
は
１
万
６
千
円
で
、
同
様

に
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
を
受
け
入
れ
て
い

る
の
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
。
県
独
自

の
指
定
要
件
を
見
直
し
、
要
件
を
満
た

す
医
療
機
関
の
病
床
確
保
料
を
遡
及
し

て
支
給
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

そ
の
他
の
医
療
機
関
の
病
床
確
保
料
の

引
き
上
げ
を
国
に
求
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

Ａ　

指
定
要
件
は
、
病
床
を
ま
と
め
て

確
保
す
る
こ
と
で
治
療
を
効
率
的
に
行

い
、
新
型
コ
ロ
ナ
以
外
の
疾
患
に
対
す

る
医
療
提
供
体
制
へ
の
影
響
を
極
力
小

さ
く
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら

整
理
し
た
も
の
で
あ
り
、
引
き
続
き
こ

の
要
件
に
沿
っ
て
運
用
し
て
い
く
。
病

床
確
保
料
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
国
に
要
望
し
て
い
く
。

中嶋 玲子
（朝倉市・朝倉郡）

後藤 香織
（福岡市早良区）

渡辺 美穂
（太宰府市）

公
明
党

壹岐 和郎
（北九州市小倉北区）

西尾 耕治
（糟屋郡）

大塚 勝利
（福岡市東区）

新開 昌彦
（福岡市早良区）

緑
友
会

神﨑 　聡
（田川郡）

安部 弘彦
（遠賀郡）

堀　 大助
（行橋市）

日
本
共
産
党

高瀬 菜穂子
（北九州市小倉南区）
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令
和
３
年
度
の
当
初
予
算
は
、
一

般
会
計
で
、
２
兆
１
，３
６
１
億
３
，

８
０
０
万
円
余
、
特
別
会
計
の
総
額

で
、
９
，４
４
８
億
９
，６
０
０
万
円
余
、

企
業
会
計
の
総
額
で
、４
１
８
億
１
，

３
０
０
万
円
余
の
規
模
と
な
って
お
り
、

一
般
会
計
の
前
年
度
当
初
予
算
比
で

15
・
４
％
の
増
と
な
って
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
令
和

３
年
度
福
岡
県
一
般
会
計
予
算
」
な

ど
20
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
議

案
も
起
立
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
議
論
さ
れ

た
主
な
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

お
け
る
影
響
と
対
策
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
県
民
の
消
費
活
動
や
企
業
の
業

績
に
幅
広
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
委

員
か
ら
は
、厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

県
税
収
入
の
確
保
や
県
有
財
産
の
活

用
に
加
え
、
企
業
を
育
て
、
人
と
企

業
を
呼
び
込
む
こ
と
が
必
要
な
の
で

は
と
質
さ
れ
、
知
事
職
務
代
理
者
の

服
部
副
知
事
か
ら
は
、
成
長
産
業
の

創
出
と
集
積
を
通
じ
、
経
済
の
活
性

化
と
雇
用
の
確
保
に
つ
な
げ
、
ま

た
、
移
住
者
の
呼
び
込
み
を
進
め
る

な
ど
、
人
と
企
業
の
受
け
皿
と
し
て

選
ば
れ
る
福
岡
県
を
目
指
し
て
い
く

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
か
ら
は
、
感
染
再
拡

大
防
止
に
向
け
た
、
病
床
の
確
保
や

宿
泊
療
養
施
設
の
運
用
、
高
齢
者
施

設
の
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
、
政
令
市
と

の
連
携
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
さ
れ
、知
事
職
務
代
理
者
か
ら
は
、

引
き
続
き
基
本
的
な
感
染
症
防
止
策

の
徹
底
、
特
に
感
染
リ
ス
ク
が
高
い

と
さ
れ
る
飲
食
店
で
の
事
業
者
、
利

用
者
の
意
識
を
高
め
る
働
き
か
け
、

医
療
提
供
体
制
の
維
持
・
拡
大
を
図

り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
早
く
収
束
さ
せ
、

社
会
経
済
が
支
障
な
く
活
動
で
き
る

よ
う
政
令
市
や
関
係
機
関
と
も
連
携

す
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
は
じ

め
と
す
る
人
獣
共
通
感
染
症
に
備

え
、
４
月
か
ら
ワ
ン
ヘ
ル
ス
総
合
推

進
室
を
設
置
し
、
全
庁
横
断
的
に
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

【
地
域
振
興
】

　

福
岡
都
市
圏
と
周
辺
市
町
村
の
人

口
や
経
済
活
力
に
格
差
が
あ
り
、
交

通
手
段
の
減
少
も
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
委
員
か
ら
は
、
県
土
の
均
衡

あ
る
発
展
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に

地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

と
質
さ
れ
、
執
行
部
か
ら
は
、
地
域

の
特
性
や
資
源
を
い
か
し
た
地
域
振

興
施
策
の
充
実
を
図
り
、
社
会
の
変

化
に
も
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
市

町
村
と
連
携
し
、
地
域
に
寄
り
添
っ

た
振
興
を
進
め
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
で
導
入

さ
れ
る
Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
地
元
の
木
材
を
活

用
し
、
観
光
資
源
と
な
る
よ
う
な
魅

力
あ
る
車
両
を
走
ら
せ
る
こ
と
で
、

利
用
促
進
や
継
続
的
な
運
行
に
繋
が

り
、
地
域
振
興
に
寄
与
す
る
の
で
は

な
い
か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

【
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
】

　

本
県
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

さ
ら
な
る
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
質
さ
れ
、執
行
部
か
ら
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
で
あ

る
洋
上
風
力
発
電
促
進
の
取
り
組
み

に
対
し
、
県
議
会
の
皆
様
か
ら
は
力

強
い
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

県
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
室
に
専
任
の

係
を
設
け
、
導
入
拡
大
を
着
実
に
進

め
る
こ
と
で
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
貢
献
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

【
福
祉
問
題
】

　

虐
待
に
よ
っ
て
児
童
が
亡
く
な
る

と
い
う
事
案
が
県
内
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
一
時
保
護
な
ど
保
護
者
の
同

意
が
無
く
て
も
家
庭
に
介
入
す
る
こ

と
は
必
要
で
あ
り
、
委
員
か
ら
は
、

「
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」

や
児
童
相
談
所
が
十
分
に
機
能
す
る

た
め
の
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
質
さ
れ
、
執
行
部
か
ら
は
、
児
童

相
談
所
職
員
と
市
町
村
職
員
合
同
の

演
習
な
ど
職
員
の
業
務
の
質
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
児
童
福
祉
司
、

児
童
心
理
司
な
ど
の
増
員
に
取
り
組

み
、
体
制
強
化
を
着
実
に
進
め
て
い

く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
か
ら
、
同
性
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
導
入
の
検
討
に
つ
い
て

質
さ
れ
、知
事
職
務
代
理
者
か
ら
は
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
当
事
者
の
皆
様

と
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
制
度
導

入
に
係
る
課
題
に
つ
い
て
検
証
・
研

究
を
進
め
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

【
農
林
水
産
問
題
】

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
減
少
が

続
く
中
、
新
た
な
人
材
の
確
保
は
本

県
の
主
要
な
柱
で
あ
り
ま
す
。
次
世

代
の
担
い
手
と
し
て
新
規
就
農
者
の

確
保
・
育
成
は
必
要
だ
が
、
定
年
退

職
後
に
就
農
す
る
「
定
年
帰
農
」
や
、

女
性
農
業
者
へ
の
支
援
も
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
と
質
さ
れ
、
執
行
部
か

ら
は
、
定
年
帰
農
の
ニ
ー
ズ
に
は
、

栽
培
品
目
の
選
定
や
技
術
指
導
を
、

加
え
て
来
年
度
か
ら
中
山
間
地
域
に

お
い
て
新
た
な
人
材
を
呼
び
込
む
た

め
、
地
域
の
商
工
会
等
と
連
携
し
た

取
り
組
み
も
進
め
る
。
ま
た
、
女
性

農
業
者
に
対
し
て
は
、
経
営
発
展
塾

や
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
講
座
を
開
催
し

て
お
り
、
多
様
な
角
度
か
ら
本
県
農

業
を
担
う
新
た
な
人
材
の
確
保
・
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
】

　

今
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
「
２
０ 

２
１
世
界
体
操
・
新
体
操
選
手
権
北

九
州
大
会
」
の
効
果
に
つ
い
て
質
さ

れ
、
執
行
部
か
ら
は
、
県
民
に
感
動

を
与
え
、
国
内
外
へ
の
福
岡
県
、
北

九
州
市
の
Ｐ
Ｒ
、
そ
し
て
地
域
経
済

の
活
性
化
な
ど
多
く
の
効
果
が
見
込

ま
れ
る
。
北
九
州
市
を
は
じ
め
県
内

関
係
者
、
企
業
の
方
々
と
協
力
し
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
た
な
大
会

の
在
り
方
「
北
九
州
モ
デ
ル
」
と
し

て
提
案
・
開
催
す
る
こ
と
で
、
福
岡

県
に
元
気
と
感
動
を
も
た
ら
す
大
会

と
な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
県
が
設
立
し
た
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
地
域
活
性
化
に

つ
な
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
質
さ
れ
、
執
行
部
か
ら
は
、
専
門

家
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
市

町
村
や
観
光
協
会
な
ど
関
係
者
と
も

意
見
交
換
を
行
い
、
県
内
各
地
で
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
に
取
り

組
む
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
防
災
・
減
災
対
策
】

　

水
災
害
の
リ
ス
ク
増
大
に
備
え
る

た
め
の
流
域
治
水
の
推
進
に
つ
い
て

質
さ
れ
、
執
行
部
か
ら
は
、
県
管
理

の
二
級
河
川
に
つ
い
て
は
「
流
域
治

水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
令
和
３
年
度

末
ま
で
に
策
定
す
る
。
今
後
も
農
林

水
産
部
、
建
築
都
市
部
な
ど
関
係
部

局
と
の
連
携
、国
、市
町
村
等
流
域
内

の
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
と
一
体
と
な
っ

て
、
県
内
の
流
域
治
水
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
教
育
問
題
】

　

地
域
と
連
携
し
た
部
活
動
の
実

現
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の

推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
さ
れ
、
執
行
部
か
ら
は
、
働
き
方

改
革
は
、
教
職
員
が
健
康
で
や
り
が

い
を
持
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
教
職
員
が

子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
十
分
確

保
・
充
実
さ
せ
、
学
校
教
育
の
質
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
学
校
現

場
に
お
い
て
こ
の
目
標
が
達
成
で
き

る
よ
う
、
生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い

部
活
動
環
境
の
整
備
と
併
せ
、
働
き

方
改
革
の
推
進
に
努
め
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

【
県
政
運
営
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
等
の
重
大
な
課
題
が
山
積
す
る
緊

急
事
態
下
、
委
員
か
ら
は
、
今
後
の

県
政
推
進
へ
の
思
い
に
つ
い
て
質
さ

れ
、
知
事
職
務
代
理
者
か
ら
は
、
県

政
に
空
白
や
停
滞
、
混
乱
を
生
じ
さ

せ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

小
川
知
事
と
と
も
に
編
成
し
た
令
和

３
年
度
予
算
に
組
み
込
ん
だ
施
策
を

迅
速
か
つ
着
実
に
実
行
し
て
い
く
責

任
が
あ
り
、
小
川
県
政
の
バ
ト
ン
を

し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
福
岡
県
を

さ
ら
に
元
気
に
飛
躍
さ
せ
、
日
本
の

発
展
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
な
県
に
し

て
ま
い
る
。
県
民
の
皆
様
と
手
を
携

え
て
福
岡
県
の
未
来
の
扉
を
開
い
て

ま
い
り
た
い
と
思
う
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
自
動
車
税
の
減

免
、
自
殺
対
策
、
被
爆
二
世
、
三
世

に
対
す
る
対
応
、
地
球
温
暖
化
と
自

然
環
境
の
保
護
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

備
支
援
、
地
域
雇
用
対
策
、
労
働
者

協
同
組
合
法
、
無
園
児
・
ス
テ
ッ
プ

フ
ァ
ミ
リ
ー
へ
の
支
援
、
筑
前
海
に

お
け
る
漁
業
経
営
の
安
定
、
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
へ
の
取
り
組

み
、
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
の
振
興
、
観

光
地
域
づ
く
り
、
大
濠
公
園
の
活

用
、
水
害
時
に
お
け
る
県
営
住
宅
の

活
用
、
少
年
の
再
犯
防
止
対
策
、
県

立
図
書
館
に
お
け
る
電
子
書
籍
の
導

入
、
学
校
に
お
け
る
教
育
の
情
報
化

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
質
疑
、
要
望

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

日程：3月9日、12日、15～18日、22日予算特別委員会から

予算特別委員会委員
　　　　◎栗原　　渉 　○仁戸田元氣
　長　　裕海 　　中尾　正幸 　　樋口　　明
　塩川　秀敏 　　大島　道人 　　平井　一三
　津田　公治 　　桐明　和久 　　板橋　　聡
　吉村　　悠 　　井上　博行 　　江頭　祥一
　𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
　堤　かなめ 　　佐々木　允 　　中嶋　玲子
　新井富美子 　　後藤　香織 　　二宮　眞盛
　高橋　雅成 　　壹岐　和郎 　　吉武　邦彦
　江口　善明 　　永川　俊彦 　　高瀬菜穂子
　吉田　浩一 　　髙橋　義彦
　　　　　　　　（◎は委員長、○は副委員長）
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新型コロナウイルス感染症対策

 感染拡大の防止と医療提供体制の強化
　○感染拡大の防止
　　◦福祉施設や学校等の感染防止対策を支援………………………………11億3,523万円
　　◦情報発信を充実………………………………………………………………1億9,944万円
　○ワクチン接種体制の整備
　　◦ワクチン接種を円滑に実施…………………………………………………3億1,207万円【新規】
　○医療提供体制の強化
　　◦入院病床、宿泊療養施設を確保……………………………………………20億5,496万円

 地域経済の立直し
　○事業継続の支援
　　◦売上が減少した中小企業の経営を支援…………………………………12億1,675万円
　　◦外国人技能実習生を受け入れる企業を支援………………………………3億7,509万円
　　◦漁業者の操業継続を支援 ………………………………………………………6,549万円【新規】
　　◦県産品の消費拡大を支援……………………………………………………6億2,240万円
　○雇用の維持、就職の支援
　　◦緊急短期雇用を創出…………………………………………………………6億6,545万円
　　◦人材不足分野への就職を支援………………………………………………3億1,574万円
　○地域経済の活性化
　　◦地域商品券による地域経済の活性化………………………………………24億482万円
　　◦「福岡の避密の旅」観光キャンペーン第２弾を実施……………………17億5,460万円
　○ワンヘルスの推進
　　◦生物多様性の保全を推進 ………………………………………………………1,563万円【新規】

ポストコロナに向けた基盤づくり

■新たな成長産業の創出
　○ベンチャーの集積促進
　　◦「新たな日常」を創造するベンチャーを支援……………………………………3,704万円

■人と企業の新たな受け皿づくり

 人と企業の受け皿として「選ばれる福岡県」
　○情報発信・相談体制の強化
　　◦移住希望者からの相談体制を充実…………………………………………………900万円【新規】
　○受入環境の整備
　　◦県内企業への就職を支援……………………………………………………2億5,480万円【新規】
　○企業誘致とテレワークの推進
　　◦「福岡でテレワーク」を推進……………………………………………………1億295万円【新規】
　　◦企業の拠点新設、本社機能の移転拡充を支援…………………………………2,103万円

 住み慣れたところで「働く」ことができる地域社会づくり
　○中小企業の支援
　　◦デジタル化を支援…………………………………………………………………6,872万円【新規】
　　◦テレワークの導入を支援……………………………………………………………572万円【新規】
　　◦生産性向上の取り組みを支援……………………………………………………9,102万円
　○稼げる農林水産業の振興
　　◦農業版ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を推進………………3億2,785万円【新規】
　　◦農林水産物の販売・消費を拡大 ……………………………………………2億3,034万円
　　◦園芸農業の競争力を強化…………………………………………………21億5,083万円
　　◦水田農業の競争力を強化………………………………………………………………1億円
　　◦畜産業の競争力を強化…………………………………………………………2億665万円
　　◦県産木材の利用を促進………………………………………………………3億2,135万円
　　◦農林漁業就業者の確保・育成を支援 ………………………………………1億7,170万円

 長く元気に「暮らす」ことができる地域社会づくり
　○女性、高齢者、障がいのある方の活躍推進
　　◦70歳現役社会の実現に向けた取り組み ………………………………………1,634万円
　　◦障がいのある方の自立と社会参加を支援 ……………………………………2,009万円【新規】
　○デジタル化社会の実現
　　◦「福岡県ＤＸ戦略(仮称)」を策定 …………………………………………………303万円【新規】
　　◦県行政のデジタル化を推進…………………………………………………5億6,307万円【新規】
　○快適な生活環境の整備
　　◦中古住宅の流通を促進 …………………………………………………………2,518万円
　○暮らしの安全・安心の確保
　　◦心の健康に関する相談体制を充実 ………………………………………………511万円

 子どもを安心して産み「育てる」ことができる地域社会づくり
　○子ども・子育て支援の充実
　　◦不妊治療に対する支援を充実………………………………………………1億3,000万円
　○ふくおか未来人財の育成
　　◦ＩＣＴを活用した教育を推進……………………………………………14億2,923万円
　　◦インターネットの適正利用を推進 ……………………………………………1,047万円

■将来の発展基盤の充実と安全・安心で災害に強い福岡県の実現

 豪雨災害の復旧・復興、防災減災
　○復旧・復興
　　◦被災した道路や河川などの復旧を加速化 ……………………………111億2,343万円
　○防災減災、県土の強靭化
　　◦緊急輸送道路を整備 ……………………………………………………174億5,060万円
　　◦洪水・土砂災害防止、港湾の老朽化対策等を推進 ……………………150億3,240万円
　　◦ため池等の安全対策を実施………………………………………………45億5,229万円
　　◦冠水地域での救助活動力を強化 ………………………………………………6,447万円【新規】

令和２年度２月補正予算の概要
～一般会計補正予算850億円の事業のうち、主なものをご紹介します～

ＩＣＴを活用した授業の様子

河川の改良工事

地域商品券発売の様子

県産品(ガーベラ、上野焼銅釉ぐい呑)

ＰＣＲ検査の様子 血液浄化装置

まごころ製品

県産木材を活用したリノベーションの例

テレワーク

ベンチャーマーケットの様子
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■ 議会の庶務、経理　■ 本会議傍聴
■ 議会棟見学　など
TEL 092-643-3823
FAX 092-643-3825
E-mail  gsomu@pref.fukuoka.lg.jp

総 務 課

■ 本会議、委員会などの運営
■ 請願、陳情　■ 会議録作成　など
TEL 092-643-3827
FAX 092-643-3825
E-mail  ggiji@pref.fukuoka.lg.jp

議 事 課

■ 議案、行政施策、法令等の調査
■ 議会の広報　■ 議長会議　など
TEL 092-643-3832
FAX 092-643-3825
E-mail  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

調 査 課

■ 議員提出条例の制定・改廃
■ 政策提言に係る企画支援　など
TEL 092-643-3806
FAX 092-643-3825
E-mail  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

政 策 企 画 支 援 室

※次号（第40号）の発行は、令和３年８月上旬を予定しています。

議会事務局の組織と問い合わせ先

※「ふくおか県議会だより」は新聞折り込みでお届けするほか、県の総合庁舎や各地区の県民

情報コーナー、県立美術館、県立図書館、クローバープラザ、市町村の窓口、県内ローソン各

店舗などにも置いています。

※「ふくおか県議会だより」は点字版およびデイジー版（音声版）CDも発行しています。ご希

望の方は、県議会事務局調査課へご連絡ください。

　２月12日、本県議会議員をはじめ九州の政財界の有志を会員とする「九州の自立を考える会」（会長：藏内勇夫議員）主催のシンポジウム「これか
らのＪＲ日田彦山線沿線地域を考える」が福岡市内で開催されました。
　九州の自立を考える会は、平成29年７月の九州北部豪雨災害以来不通となっているＪＲ日田彦山線の早期復旧と経営安定化に向けた地域振興の取
り組みを支援し、「日田彦山線沿線地域振興基本構想」を政策提言していました。その結果、沿線地域の振興基金（10億円）が設置され、専用道区間
を大幅に延伸したＢＲＴ方式による復旧方法も決定したことから、いよいよ、この地域をコロナ後の新しい社会システムを踏まえた観光振興のモデル
地区とすることなど、具体的な地域振興策を探るために開催されたのが、今回のシンポジウムです。

シンポジウム「これからのＪＲ日田彦山線沿線地域を考える」

　開会にあたり、主催者の藏内勇夫会長から、「多くの方から日田彦山線問題が解決してよかったと言われる。
ありがたいが、解決は一切していない。振興策を今からやる体制ができただけであり、この地域の振興は今日
がスタートである」との挨拶がありました。続いて、来賓を代表し、吉松源昭議長からは「災害からの復旧復
興は、単に災害前の状態に戻すだけではなく、時代の動向を踏まえ、より良い形での地域振興につなげていく
ことが重要。県議会としても、長期的にこの地域の振興に取り組んでいく」との挨拶、知事職務代理者の服部
誠太郎副知事（当時）からは「日田彦山線問題については九州の自立を考える会の皆様にご尽力をいただき、東
峰村、添田町の皆様に断腸の思いでＢＲＴによる復旧を受け入れていただいたことに深く感謝する。今後、ご
提案いただいた基本構想を基に地域振興計画を策定し、持続的に発展する地域づくりを目指していく」との挨
拶がありました。
　また、福岡大学経済学部の木下敏之教授による「コロナを利用する地域振興」をテーマとした基調講演では、
コロナ禍の今、これを絶好の好機として首都圏からの転出者を受入れるためには効果的な情報発信が必要であ
るが、九州各県バラバラでは届かないので、一体となって「九州に帰っておいで」キャンペーンを打つべきだ
との提案がありました。また、ウイルスの感染拡大で免疫力を上げる薬草が世界的にブームとなり漢方薬の原
料が不足していることや、SDGs の潮流に乗り、先進国で「木造ハイブリッド建築」（骨組は鉄骨、壁と床は木材）
が主流となっていることなど、薬草栽培に適し、木材の一大生産地でもある九州の山間地の産業振興策にとっ

て有望な最新の情報提供がありました。
　また、筑後船小屋から佐賀空港を通る新たな九州新幹線長崎ルートの提案や、福岡県と福岡市が取り組む国際金融都市構想に関して、実現に向けた
課題の提示とともに福岡県が推進する「ワンヘルス」の実践が感染症の防疫体制に取り組んでいるという安心感を世界に与え、企業誘致の際の非常に
大きな材料になるといった話もあり、日田彦山線沿線地域だけではなく、福岡県や九州の成長戦略にとっても大きな示唆が得られました。
　続いて行われた、木下教授をコーディネーターとした「JR日田彦山線沿線地域の未来を語ろう」をテーマとする座談会では、まず、九州の自立を
考える会のプロジェクトチーム「日田彦山線復旧問題対策協議会」の座長で同会理事の松本國寛議員から、「日田彦山線沿線地域振興基本構想」には､
ＢＲＴが地域の皆さんに親しまれ、「みんなの夢をのせて」走ってほしいとの思
いを込めたこと、運行収支改善のためには定住人口と関係人口の拡大が必要であ
り、そのためには「高齢者でも安心して暮らせる環境づくり」や「リモートワー
クのための環境整備、特に５Gが活用できる環境を県でつくること」、「名水や英
彦山など地域資源を活用した統一ブランドづくり」を進めるべき等の発言があり
ました。

　次に、東峰村の澁谷博昭村長から、「沿線の景観を活かした観光振興」、「観光客が集まる小石原地区（小石原焼）から棚田が広がる竹地区等への周
遊ルートの整備」といった東峰村の振興プランの報告が、また、添田町の寺西明男町長から、「パーク・アンド・ライドの添田駅」、「健康づくりを楽
しめる歓遊舎ひこさん駅と豊前桝田駅」、「英彦山神宮等への回遊観光の起点となる彦山駅」という３つのエリア整備を核とする地域振興プランの報告
があり、福岡県の江口勝副知事からは、九州の自立を考える会の基本構想に基づき、「地域の魅力を活かした地域振興・観光振興」、「地域資源を活か
した産業新興」、「住みたい地域の魅力づくり」の３つを柱として県で策定を進めていた「福岡県日田彦山線沿線地域振興計画」（注）の概要について説明
がありました。そして最後は、木下教授が「10年後、20年後に、東峰村や添田町の計画が実現し、素晴らしい地域になることを願っています」とまと
められ、盛会のうちにシンポジウムは終了しました。
（注）福岡県日田彦山線沿線地域振興計画は、その後、添田町及び東峰村との合意のもと、本年２月17日に策定、公表されました。
※シンポジウムの模様（動画）は、九州の自立を考える会のホームページでご覧いただけます ⇨ http://www.kyushu-jiritsu.jp/reports/detail/101

木下敏之教授

藏内勇夫会長

江口勝副知事 松本國寛理事 澁谷博昭村長 寺西明男町長 日田彦山線沿線地域振興基本構想図

吉松源昭議長

知事職務代理者
服部誠太郎副知事（当時）

６月定例会のスケジュール（予定）６/４（金）から
６月定例会が
始まります！
日程は右のとお
りです。傍聴・視
聴の際の参考に
してください。

●６月４日（金）　開　　会

●６月10日（木）　代表質問

●６月11日（金）　代表質問

●６月14日（月）　一般質問

●６月15日（火）　一般質問

●６月16日（水）　一 般 質 問

●６月17日（木）　常任委員会

●６月18日（金）　常任委員会

●６月22日（火）　閉　　　会

※定例会については、インターネット「福岡県議会中継」でご覧になれます。

本県議会の傍聴及び来庁に関する重要なお知らせについて

　新型コロナウイルス感染症の予防及び感染拡大防止のため、本会議及び委員会等

の傍聴につきましては、当面の間、自粛いただきますようお願いいたします。

　ご不便をおかけいたしますが、ご理解、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

　なお、本会議につきましては、インターネット中継及び録画配信（後日）でもご視聴

いただけます。

　また、見学等を含む不要不急の来庁につきましても、当面の間、自粛いただきます

ようお願いいたします。


